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日本版 CCRC の課題と可能性
―ゆいま～るシリーズを事例として―
法政大学大学院政策創造研究科教授　高尾 真紀子
要旨
　地方創生を目的に日本版 CCRC（生涯活躍のまち）構
想が進められているが、都市部で不足する医療・介護を
求めての地方移住には批判もある。本論文では、日本版
CCRC 構想の課題を整理し、海外の CCRC の居住者像と
比較しながら、日本の CCRCの先進事例であるゆいま～
るシリーズの事例研究を通じて、日本版 CCRCの課題と
可能性を考察した。地方移住に注目するのではなく、医
療や介護が必要になった際に求められる地域包括ケアの
拠点を地域と連携して整備することが、高齢期の住まい
の選択肢を増やし、地域まちづくりにもつながる可能性
があることを示した。
キーワード：	日本版 CCRC、地方創生、地域包括ケア、
ゆいま～る那須
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Abstract
　Although	 the	Japanese	version	of	CCRC	Plan	
is	 promoted	 based	 on	 the	 government	 policy	
of	Regional	Revitalization,	 there	 are	 criticisms	
to	migration	 to	 local	areas	 for	medical	 care	and	
nursing	 care	 that	 are	 short	 in	urban	 areas.	 In	
this	 article,	 the	 issues	 of	 the	 Japanese	version	
of	 the	CCRC	are	organized	and	compared	with	
the	 residents	 of	 overseas	CCRC,	 the	 issues	and	
possibilities	are	discussed	through	the	case	study	
of	 	Yuimaru-series	 that	 is	 an	advanced	case	 of	
Japan's	CCRC.	It	was	suggested	that	rather	than	
paying	attention	 to	migration	 to	 local,	preparing	
the	community-based	 integrated	care	 system	 in	
corporation	with	 the	 community	will	 increase	
choices	 of	 living	 in	 the	 elderly	 and	 lead	 to	
community	development.
Keyword: Continuing Care Retirement 
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１ はじめに
１- １　背景と問題意識
　CCRC（Continuing	Care	Retirement	Community）と
は、アメリカで始まった高齢者のためのコミュニティで
ある。自立して生活できるときから要介護になるまで、
健康状態に応じた住まいとサービスが用意され、最後ま
でそのコミュニティの中で暮らし続けることができるこ
とが特徴である。
　日本においてはまち・ひと・しごと創生基本方針2015
に日本版 CCRC 構想が盛り込まれたことによって注目
されることになった。2015 年 2 月から 12 月にかけてま
ち・ひと・しごと創生本部で日本版 CCRC 構想有識者
会議が開催され 12 月に「生涯活躍のまち」構想最終報
告（以下最終報告）として発表された。その中で「生涯
活躍のまち（日本版 CCRC）」構想は、「『東京圏をはじ
めとする地域の高齢者が、希望に応じ地方や“まちなか”
に移り住み、地域住民や多世代と交流しながら健康でア
クティブな生活を送り、必要に応じて医療・介護を受け
ることができるような地域づくり』を目指すものであ
る」とされている。
　日本版CCRC構想は、地方の人口減少と東京圏の高齢
08_高尾_vol10.indd   85 18/03/13   16:23
事例研究
地域イノベーション第 10 号 − 86 −
化に伴う医療・介護施設の不足という課題に対し、元気
な高齢者の地方への移住を推進することで両方の解決を
目指す、一石二鳥を狙った政策である。
　一方でこの構想に対し「地方を姥捨て山にするのか」
といった批判もあり、最終報告では、高齢者の希望に基
づくという点を強調するとともに、生涯活躍というキー
ワードのもとに生涯学習や地域貢献、雇用創出と地域活
性化などを包含し、さらに移住した高齢者だけのコミュ
ニティではなく、地域への開放、多世代の交流などの方
針が盛り込まれている。
　また、「最終報告」においては、従来の高齢者施設と
の基本的な違いの第一として、従来の高齢者施設等は要
介護状態になってからの入所・入居の選択が通例である
のに対して、生涯活躍のまち構想における高齢者は健康
な段階から入居し、できる限り健康長寿を目指すことを
基本としていることが挙げられている。
　しかし、かつてアメリカのリタイアメント・コミュニ
ティに倣って 1980 年代からつくられた有料老人ホーム
の多くは、元気な高齢者を対象とし、自然豊かなリゾー
トや大都市郊外に展開されていた。しかし、バブル崩壊
による資産価格の下落による市場の縮小、過大な投資
と入居者の長寿命化、要介護者の増加などで運営が厳
しくなり、経営破綻や譲渡・売却などを余儀なくされた
歴史がある。2000 年の介護保険の開始により、保険給
付によって経営が安定する介護専用型有料老人ホームや
グループホームが住宅地や都市部を中心に増加し、自立
者向けの有料老人ホームも介護型を併設するケースが増
加した。しかし介護保険の負担増への懸念から介護付有
料老人ホーム（特定施設）には 2006 年 4 月から市町村
による総量規制が始まり、開設が困難になった。一方、
2011 年には高齢者の居住の安定確保に関する法律の一
部改正により、「サービス付き高齢者向け住宅」が創設
され、補助金や融資・税制優遇などの促進策が講じられ
たため、不足する施設介護の代替としてサービス付き高
齢者住宅が急速に拡大することになった。
　このように高齢者の住まいをめぐる問題は常に規制や
制度との関係で揺れ動いている。健康なうちに移り住
み、健康長寿を目指すという考え方自体は新しいもので
はない。日本版CCRC構想が地方創生の一過性のブーム
でなく、高齢者の住まいやまちづくりの選択肢として定
着するためには何が必要なのかを冷静に議論する必要が
あるだろう。
１-２　日本版 CCRC 構想の課題
　日本版CCRC構想についてこれまでに挙げられている
課題としては以下のようなものがある。需要サイドであ
る移住する高齢者に関する課題としては、①地方への移
住の現実性（松井 :2016）、②健康状態に応じた住み替え
への抵抗、③高齢者だけのコミュニティの是非等が挙げ
られる。行政や事業者等の供給サイドの問題としては、
④運営企業の経営破綻等のリスク、⑤移住先での医療・
介護サービスの不足、⑥医療・介護費用の負担による地
方自治体の財政悪化（松井 :2016、鏡 :2016）等が挙げら
れる。日本版CCRCが定着するためにはこうした課題へ
の対応が必要になると考えられる。
　本稿においては日本版CCRCの先進事例において上記
の課題がどのように解決されようとしているのか、残さ
れている課題は何かを整理し、高齢者の住まいやまちづ
くりの選択肢として日本版CCRCが定着するために何が
必要かを明らかにすることを目的とする。
１-３　研究方法
　CCRCが既に普及しているアメリカ等の先行研究をレ
ビューし、CCRCの実像と課題を整理した上で、株式会
社コミュニティネットが展開する高齢者住宅「ゆいま～
るシリーズ」の事例を分析し、日本版CCRC構想におい
て指摘されている課題がどのように解決されようとして
いるのか、残された課題は何かについて考察する。なお、
ゆいま～る那須には 2017 年 9 月 9 ～ 10 日に訪問し、運
営者や居住者へのインタビュー、意見交換を行った。
　同社の高齢者住宅 1 は日本版 CCRC構想とは関係なく
2009 年から独自に展開してきたものであるが、日本版
CCRC有識者会議ではゆいま～る那須が先進事例として
取り上げられ、同社が関わる北海道厚沢部町や岩手県雫
石町も生涯活躍のまち構想関連の地方創生先行型交付金
を受けている等、日本版CCRC構想のコンセプトと合致
しており先進事例として考察するのにふさわしいと考え
られる。
２ 海外の CCRC の状況
２-１　アメリカの CCRC の概要
　アメリカでは 1960 年代から温暖な気候のフロリダ、
アリゾナ、カリフォルニアなどを中心に住居、医療施
設、ゴルフ場を中核に娯楽施設が整備されたリタイアメ
ント・コミュニティが作られてきた。しかし、要介護に
なったときのサービスや施設が十分でなかったこと、高
齢者だけの街であり世代が偏っていたこと、娯楽はあっ
ても知的刺激や社会参加の機会が限られていたこと等が
1	 同社代表の高橋英與氏は1983年任意団体生活科学研究所を設立（1987年に株式会社化）、80年代から高齢者住宅の設立、運営を手掛けてきた。
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2	「生涯活躍のまち」構想	最終報告参考資料（http://www.kantei.go.jp/jp/singi/sousei/meeting/ccrc/h27-12-11-ccrc-kousou-sankou-1.pdf
	 2017 年 11 月 22 日アクセス）
課題となり、1990 年代以降に新たに作られたのがCCRC
（Continuing	Care	Retirement	Community）である。
　CCRCでは自立者向けの Independent	living（IL）、生
活支援が必要な人向けのAssisted	 living（AL）、認知症
向けの	Memory	Support（MS）、介護が必要な人向けの	
Nursing	Home/　Nursing	Living（NH/NL）と健康状
態に応じたサービスの利用や住み替えを行い、最後まで
コミュニティで過ごすことができる。全米にはCCRCが
約 2,000 か所あり、居住者数は約 75 万人と推定されてい
る2。さらに世代の偏りや知的刺激の不在を解決したの
が大学連携型CCRCであり、ラッセル・カレッジが運営
するラッセル・ビレッジやケンダル社が全国に展開する
大学連携型CCRCなど約 70 か所に上る（松田：2015）。
　CCRCには健康状態に応じた高齢者の住まいの他、施
設内にはレストラン、カフェ、ラウンジ、図書室、集会
室、ホール、プール、ジムなどがあり、診療所、歯科、
リハビリ等の医療施設、銀行、店舗、美容室等の生活利
便施設があることが一般的である。契約方式は日本の有
料老人ホームと同様の利用権方式や、建物の賃貸とサー
ビス利用料を別途支払う方式など多様な形式がある。
　金額は様々であるが、入居一時金が　15 万～ 50 万ド
ル程度で家を手放して入居するのが一般的で、月額利用
料が 1500 ドル　～ 5000 ドル程度（IL の場合）とかな
り高額である。日本の有料老人ホームと同様に裕福な層
を対象としたマーケットである。日本と異なり公的な介
護保険はないため、要介護になった場合の費用はさらに
高額になる。
２-２　海外における CCRC 居住者の光と影
　アメリカの CCRC の概要やいくつかの事例について
はこれまでも日本でも紹介されてきたが、その多くは施
設、設備、費用等に関するものであり、居住者がどのよ
うに感じて暮らしているかの情報は少なかった。松田
（2012）は大学連携型 CCRC の居住者インタビューを通
じ、居住者が趣味や学習、ボランティア等、アクティブ
に過ごしており、過去に拘泥することなく現在の活動に
ついて前向きに語っていることを報告している。
　以下では海外のCCRC入居者を対象とした量的、質的
調査に基づく研究結果から入居者の実像を考察する。
　CCRCでのサービスの利用について、Krout 他	（2000）
の研究では最も利用が多いのが薬局、保険請求、銀行な
ど利便性の向上に関するサービスで、次いでプールや健
康プログラム、フィットネススタジオなどだった。また、
Resnick 他（2013）による CCRC の居住者 127 名への
ボランティア活動に関するインタビューでは、平均年齢
88.0 歳と高齢であったが、47％が何らかのボランティア
に従事しており、そのほとんど（87％）は施設内でのボ
ランティアだった。さらにKlinedinst	&	Resnick（2014）
はCCRC居住者の量的調査により、高齢者がボランティ
ア活動に従事することで「役に立っている」という感情
を増加させ、そのことが間接的に抑うつ症状を改善して
いることを見出し、CCRCにおいてボランティ活動をプ
ログラムに取り込むことのメリットが示されている。
　CCRCへの転居について、Ayalon（2014）は、イスラ
エルの CCRC の入居者とその子どもを対象とした質的
分析から、CCRCのイメージについて衰えや死と関連づ
け、ナーシングホームと同義語と考えていた入居者があ
る一方でCCRCを豪華なホテルと考え、CCRCに転居す
ることでゆとりが生まれ若返っていると感じている人も
あり、CCRCにはポジティブ、ネガティブの両義的な感
情があったとしている（Ayalon:2014）。また、自宅では
孤立して孤独を感じていた高齢者が CCRC に転居する
ことで人間関係を取り戻していること、一方でそのつき
あいは表面的であると感じていることも指摘されている
（Ayalon	&	Green:2012）。さらに新規入居者の適応の仕
方を 4つのタイプに類型化し、CCRCへの転居が人生を
楽しむ新しい機会の始まりといった前向きな人たちだけ
でないことを示している（Ayalon	&	Greed:2016）。
　CCRC におけるケアについて、Shippee（2009）は、
高齢者は住み慣れた場所で暮らす ”age	 in	place” を求め
てCCRCに移住しているのにもかかわらずケアのレベル
によって転居を求められ、社会的なつながりを絶たれて
しまうことの矛盾を指摘し、CCRCの居住者がケアのレ
ベルによる転居をどのように考えているかを、23 か月に
及ぶ参与観察と深層面接によって分析している。ILの居
住者はALや NLへの転居を勧められることを、自律性
を失うことと考えていることや、ALや NL を死に向か
う場所と考え、転居したら戻れないといったあきらめを
抱いていることもあぶりだしている。また IL の居住者
同士は強いつながりがあり、お互いを家族のようだと言
いつつ、いったんALや NLに転居してしまうと社会的
な関係がほとんどなくなってしまうこと等を詳細に記述
している（Shippee:2009）。また、Ayalon（2016）の研
究では IL の居住者は、介護の安心が CCRC に転居した
大きな理由であるにもかかわらず、居住者もその子ども
もできるだけ介護施設（Nursing	Unit）を避け、介護施
設のケアを低水準のものと考えていた。Hays 他（2001）
は CCRC の IL 居住者を対象とした調査で、CCRC への
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３-２　ゆいま～る那須
　（1）那須町の人口・介護の概況
　ゆいま～る那須が立地する栃木県那須町は栃木県の最
北端に位置する世帯数 8,564、人口 24,919 人、高齢化率
33％の町である4。人口は減少傾向であり、今後 0-14 歳
及び15-64歳人口は減少、65-74歳人口は2020年まで増加、
75 歳以上人口は 2035 年まで増加する5。
　介護保険の状況についてみると高齢者に占める要介護
者数は 15.9％と全国平均 18.3％より低く栃木県全体とほ
ぼ同じ水準である。高齢者 1人当たりの介護費用（保険
給付と自己負担の合計）は年間 245 千円で全国平均の
281 千円、栃木県平均 251 千円を下回っている。
　第 6 期介護保険事業計画（2015 年 3 月策定）によれ
ば那須町では 2016 ～ 17 年度に認知症高齢者グループ
ホーム2ユニット（18人）、小規模多機能型居宅介護1ヶ
所（登録定員 25 人）、地域密着型老人福祉施設 1 ヶ所
（29 人）を整備するとしており、団塊世代が 75 歳にな
る 2025 年に向けて施設整備を進める計画である。
　（2）ゆいま～る那須の概要
　ゆいま～る那須は、栃木県那須町に 2010 年 11 月（1
期）、2012 年 1 月（2期）に開設された 70 室のサービス
付高齢者住宅である。東北新幹線の新白河駅から車で15
分ほど、周囲を森林に囲まれた豊かな自然環境にある。
9,978.05㎡の敷地の中に木造 1～ 2 階建ての住居棟 5 棟
と食堂、介護、共用棟が点在している。住居の間取りは
1R ～ 2LDK で占有面積は 33.12㎡～ 66.25㎡である。住
居には地元産の八溝杉を使用し、建材の地産地消を図っ
ている。
転居に「死」に関する計画が重要な理由だったという
回答が 40％であり、全体の約 3 分の 2 が病院ではなく
CCRC内で死にたいと考えていた。
　このように日本においては明るいイメージでのみ語ら
れることの多い海外の CCRC であるが、趣味やボラン
ティア活動など元気に過ごす明るい側面だけでなく介護
や死に対して複雑な思いを持っていることが先行研究か
ら示されている。
３ 事例研究
３-１　「ゆいま～る」シリーズの特徴
　「ゆいま～る」とは一般社団法人コミュニティネット
ワーク協会（以下協会）が掲げる 100 年コミュニティを
具現化する拠点である。協会の理念を実現するため、株
式会社コミュニティネット（以下同社）が運営するゆ
いま～るは現在全国に 10 ヶ所ある。地域特性や資源や
ニーズに対応し、目指すタイプは多様であり、①空き
地・空家活用型、②シニア向け一棟整備型、③団地コ
ミュニティ再生型、④面的整備シニア型、⑤面的整備多
世代型、⑥過疎地再生シニア型、⑦過疎地環境共生型、
⑧多世代型の 8つのモデルに分類できる3。ゆいま～る
那須は⑦過疎地環境共生型にあたる。
　ゆいま～るの特徴の 1つは、開設前から地域に住み込
み、住民の暮らしを把握し、人的ネットワークを作る
「地域プロデューサー」の存在である。地域プロデュー
サーが行政や医療・福祉事業者、地域住民など地域連携
の要となっている。
　2つ目の特徴は、企画段階から居住希望者を巻き込み、
情報開示をしながらニーズを計画に反映させ、居住者を
サービスを受けるだけの存在でなく主体的な存在と位置
づけていることである。企画段階から関係者を巻き込む
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　以下では日本版CCRCのモデルの 1つであるゆいま～
る那須について詳述する。
図 1　那須町の年齢構成別将来推計人口の推移
出典：	国立社会保障人口問題研究所『日本の地域別将来推計人
口（平成 25 年 3 月推計）』より作成
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(1) 那須町の人口・介護の概況 
ゆいま～る那須が立地する栃木県那須町は
栃木県の最北端に位置する世帯数 8,564、人
口 24,919 人、高齢化率 33％の町である4。人
口は減少傾向であり、今後 0-14 歳及び 15-64
歳人口は減少、65-74 歳人口は 2020 年まで増
加、75 歳以上人口は 2035 年まで増加する5。 
介護保険の状況についてみると高齢者に占
める要介護者数は15.9％と全国平均18.3％よ
り低く栃木県全体とほぼ同じ水準である。高齢
者 1 人当たりの介護費用（保険保険給付と自己
負担の合計）は年間 245 千円で全国平均の 281 千円、栃木県平均 251 千円を下回っている。 
第 6 期介護保険事業計画（2015 年 3 月策定）によれば那須町では 2016～17 年度に認知
症高齢者グループホーム 2 ユニット（18 人）、小規模多機能型居宅介護 1 ヶ所（登録定員
25 人）、地域密着型老人福祉施設 1 ヵ所（29 人）を整備するとしており、団塊世代が 75 歳
になる 2025 年に向けて施設整備を進める計画である。 
表 1 那須町の介護保険の状況 
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食堂、介護、共用棟が点在している。住居の間取
りは 1R〜2LDK で占有面積は 33.12 ㎡～66.25
㎡である。住居には地元産の八溝杉を使用し、建
材の地産地消を図っている。 
入居費用（家賃一括前払い金）は 1,175 万円
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図 2　ゆいま～る那須外観
出典：	ゆいま～る那須ホームページ（http://yui-marl.jp/nasu/
photo/）
図 3　居住者の手作り品などが並ぶショップ
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～2,489 万円、月々の費用とし 共益費 8,000 円、サポート費 30,850 円がかかる。サポー
ト費には安否確認、緊急時対応、生活相談、入退院の付き添いなどの人件費が含まれている。
緊急時対応は行われるが、24 時間見守りはなく、安否確認は住居の玄関先に目印を置くこ
とで行われている。デイサービスが併設され、郡山の介護事業者がテナントとして入居して
いる。協力医療機関は新白河駅前にあり、緊急時の入院、送迎車を使っての通院のほか、在
宅医療や看取りにも対応している 
 食堂は地元産の素材をなるべく使った料理を提供し、居住者以外も利用できる。食事は予
約制で昼食 540 円、夕食 760 円である。車による送迎は 1 日 4 便あり、病院への通院やシ
ョッピングセンターへの買い物などに使われている。生協の配達、生みたて卵、パンなど地
元の食材の移動販売がある。 
 共用棟には図書室・音楽室・自由室があり、音楽や書道等のサークル活動が行われている。
住居棟の中庭、家庭菜園もあり農部会や花と
緑の部会等の活動も活発である。土曜日夜の
食堂での居酒屋、いきいき音楽カフェ、ネイチ
ャーツアーなどイベントが開催され住民同士
のゆるやかなつながりが醸成されている。住
居内で利用できる通貨（地域通貨）は、食堂で
の食事の他、隣接する牧場のソフトクリーム、
居住者の元美容師によるヘアカット、掃除の
代行、送迎などに利用でき、住民同士のサポー
トやサービスの交換を通じてつながりをつく
るツールにもなっている。 
(3) 開設の経緯 
ゆいま～る那須開設のきっかけは、2007 年に協会に空き別荘対策の相談が持ち込まれた
ことだった。これを契機に 2007 年 7 月に「那須プロジェクト実行委員会」ができ、実行
委員会には、協会だけでなく、NPO 法人ふるさと回帰支援センターや、グリーンツーリ
ズムや田舎暮らしの関連団体なども入り、月に 1 回のペースで検討を進めた。2008 年 3
月には、協会のスタッフ 2 人が那須に住み込んで、現地調査を開始、6 月には那須の構想
を広く伝える『那須通信』を発行し始めた。 
2008 年 7 月には現地見学会をスタートさせ、8 月に施設設計コンペの選考結果を発表し
て広く宣伝した。2009 年 2 月からは、月に 1 回、入居は決めていないが関心のある人を
集め「那須での暮らしを考える会」を開催し、現地見学会や建材となる八溝杉の伐採地の
見学等を実施、その他に大きなセミナーも開催している。特徴的なのは部会を開催し、居
住希望者が主体的に参加していることである。例えば食部会では試食会を実施し、どのよ
うな内容でいくらで食事を提供するかを決めたという。このような方法が功を奏し全棟が
3  
出典：	介護保険事業状況報告（2015 年度版）より作成
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表 1　那須町の介護保険の状況表１　那須町の介護保険の状況
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施設介護費用（千
円）
全国 33,815,522     18.3 281 153 33 94
栃木県 517,493         16.1 251 132 33 86
那須町 8,985            15.9 245 124 34 88
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道等のサークル活動が行われている。住居棟の中庭、家
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　ゆいま～る那須開設のきっかけは、2007 年に協会に空
き別荘対策の相談が持ち込まれたことだった。これを契
機に 2007 年 7 月に「那須プロジェクト実行委員会」が
でき、実行委員会には、協会だけでなく、NPO法人ふ
るさと回帰支援センターや、グリーンツーリズムや田舎
暮らしの関連団体なども入り、月に 1回のペースで検討
を進めた。2008 年 3 月には、協会のスタッフ 2 人が那
須に住み込んで、現地調査を開始、6月には那須の構想
を広く伝える『那須通信』を発行し始めた。
　2008 年 7 月には現地見学会をスタートさせ、8月に施
設設計コンペの選考結果を発表して広く宣伝した。2009
年 2 月からは、月に 1回、入居は決めていないが関心の
ある人を集め「那須での暮らしを考える会」を開催し、
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のは部会を開催し、居住希望者が主体的に参加している
ことである。例えば食部会では試食会を実施し、どのよ
うな内容でいくらで食事を提供するかを決めたという。
このような方法が功を奏し全棟が完成した 2012 年 1 月
には 74％という高い入居率でスタートすることができ
ている6。
　（4）居住者の属性とライフスタイル
　2017 年 9 月現在、居住者（契約者）は男性 18 名、女
性 54 名、うち関東圏からの移住者が 50 名、関西からが
8名である。居住者の中には本格的な移住前の 2地域居
住の人もある。平均年齢は 72.9 歳、要支援・要介護認定
を受けている方が 9名である。
　ゆいま～る那須は、「住宅 1,000 万円＋月 12 万円で暮
らそう」というコンセプトで価格を設定しており、月
12 万円はフルタイムで働いてきた女性の年金をイメー
ジしている。女性の居住者からは「年金が思ったより少
なかった」という声があり、その金額で望む暮らしを実
現できることが移住のきっかけとなっていた。
　都市部からの移住者が多く、各人が思い思いのライフ
スタイルで暮らしている。自宅前の庭でガーデニングや
野菜作りを楽しみ、隣接する「森林ノ牧場」の子牛の世
話など自然に囲まれた日々の暮らしを楽しんでいる居住
者や都会から離れたからこそ、月 1回東京に出かける時
間を「宝物のように感じる」として大切にしている居住
者の声があった。
　居住者からはそれまでの人生経験が通用しない新たな
人間関係を築く難しさや自分自身が変化することで適応
するとも述べられている。「ほどほどのおつきあいがで
きている」と距離感のある人間関係を保っている人もあ
れば「何歳になっても新しい友人ができる」という人も
あり、人間関係も多様である。
　居住者の移住のきっかけの多くは「安心」を求めて
だったが、「安心」の考え方には相違があり、家族に代
わる「安心」を求めるという考えがある一方、同じ「安
心」という言葉であっても必ずしも家庭的であることや
家族の代わりを求めず、いざというときの「セイフティ
ネット」でいいという居住者もあった。
　居住者へのアンケートでは、人気のイベントとして、
いきいき音楽カフェ、クリスマスコンサート、ネイチャー
ツアーが挙げられている。いきいき音楽カフェには「演
奏者がホスピスで体験したことを話してくれる。このこ
とによって完成期（終末期のこと）イメージを、ゆいま
～る那須に暮らす人びとや地域の方で共有できるのが魅
力」という声があった7。
　（5）今後の計画
　現在のゆいま～る那須は自立高齢者向けであり、平均
年齢 70 代前半、要介護認定を受けている居住者は少数
にとどまっている。しかし今後を考えれば医療や介護が
必要な居住者の増加が予想され、要介護者向けの高齢者
住宅、訪問看護や看取りの機能を充実させることが必要
となる。そのような医療・介護の課題に対応し、地域と
連携してまちづくりを進めるため、計画されているのが
「那須まちづくり広場」である。
　那須まちづくり広場は、ゆいま～る那須から車で 5分
ほどの距離にある廃校となった旧朝日小学校の跡地を利
用した再生プロジェクトである。
　同プロジェクトの目標は、より低価格でお金のかから
ない生活をしながら安心して豊かな暮らしをすること、
那須町と連携して、那須町北部に不足している健康増
進・介護予防などの地域包括ケアの充実とともに、雇用
の創出、多世代交流、社会参加、いきがいの創出を図る
ことである。
　日本版CCRC構想（生涯活躍のまち）に欠かせない地
域包括ケアの仕組みを地域全体で作っていくため、那須
6	 ゆいま～る那須HP　ゆいま～るで暮らす人々の声（http://yui-marl.jp/blog/archives/6247）及びゆいま～る那須のあゆみより
7	 ゆいま～る那須HP（http://yui-marl.jp/nasu/data/）
図 4 居住者は思い思いのライフスタイルで暮らす
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完成した 2012 年 1 月には 74％という高い入居率でスタートすることができている。6 
(4)居住者の属性とライフスタイル 
2017 年 9 月現在、居住者（契約者）は男性 18 名、
女性 54 名、うち関東圏からの移住者が 50 名、関西
からが 8 名である。居住者の中には本格的な移住前
の 2 地域居住の人もある。平均年齢は 72.9 歳、要支
援・要介護認定を受けている方が 9 名である。 
ゆいま～る那須は、「住宅 1,000 万円＋月 12 万円
で暮らそう」というコンセプトで価格を設定してお
り、月 12 万円はフルタイムで働いてきた女性の年金
をイメージしている。女性の居住者からは「年金が
思ったより少なかった」という声があり、その金額
で望む暮らしを実現できることが移住のきっかけと
なっていた。 
都市部からの移住者が多く、各人が思い思いのラ
イフスタイルで暮らしている。自宅前の庭でガーデ
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の暮らしを楽しんでいる居住者や都会から離れたからこそ、月 1 回東京に出かける時間を
「宝物のように感じる」として大切にしている居住者の声があった。 
 居住者からはそれまでの人生経験が通用しない新たな人間関係を築く難しさや自分自身
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距離感のある人間関係を保っている人もあれば「何歳になっても新しい友人ができる」とい
う人もあり、人間関係も多様である。 
 居住者の移住のきっかけの多くは「安心」を求めてだったが、「安心」の考え方には相違
があり、家族に代わる「安心」を求めるという考えがある一方、同じ「安心」という言葉で
あっても必ずしも家庭的であることや家族の替わりを求めず、いざというときの「セイフテ
ィネット」でいいという居住者もあった。 
居住者へのアンケートでは、人気のイベントとして、いきいき音楽カフェ、クリスマスコ
ンサート、ネイチャーツアーが挙げられている。いきいき音楽カフェには「演奏者がホスピ
スで体験したことを話してくれる。このことによって完成期（終末期のこと）イメージを、
ゆいま～る那須に暮らす人びとや地域の方で共有できるのが魅力」という声があった。7 
(5)今後の計画 
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8	 那須町に住み、同プロジェクトにも協力している非電化工房の藤村靖之氏は「月 3万円ビジネス」を提唱している。藤村氏は、地方なら月 3
万円ビジネスを２つやって月 6万円稼げば暮らせると言い、必要なものを自分でつくる自給力があれば、お金はあまりいらないと述べている。
那須まちづくり会社では、この非電化工房の考え方やノウハウ、事例などを紹介して新しいライフスタイルを提示していくことも事業として
進める予定である。
9	 仮に、日本創成会議（2015）「東京圏高齢化危機回避戦略」で医療・介護の余力のある地域として挙げられた 41 の 2 次医療圏に 1,000 人ずつ移
住したとしても合計 41,000 人に過ぎず、東京圏（1都 3県）で 2015~2025 年の 10 年間に増加する 75 歳以上人口の 3％に満たない。
10	厚生労働省「地域共生社会の実現に向けて（当面の改革工程）」（「我が事・丸ごと」地域共生社会実現本部決定（2017 年 2月 7日））では、「地
域包括ケアの理念を普遍化し、高齢者のみならず、生活上の困難を抱える障害者や子どもなどが地域において自立した生活を送ることができる
よう、地域住民による支え合いと公的支援が連動し、地域を『丸ごと』支える包括的な支援体制を構築し、切れ目のない支援を実現していきま
す。」とし、地域包括ケアの概念を高齢者に限定せず普遍化している（http://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000184346.html）。
図 5　那須まちづくり広場の事業推進の形
出典：	一般社団法人コミュニティネットワーク協会　つなが
る・ひろがる！「100 年コミュニティ」Vol.59
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  現在のゆいま～る那須は自立高
齢者向けであり、平均年齢 70 代前
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後を考えれば医療や介護が必要な
居住者の増加が予想され、要介護者
向けの高齢者住宅、訪問看護や看取
りの機能を充実させることが必要
となる。そのような医療・介護の課
題に対応し、地域と連携してまちづ
くりを進めるため、計画されている
のが「那須まちづくり広場」である。 
 那須まちづくり広場は、ゆいま～
る那須から車で 5 分ほどの距離にあ
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な暮らしをすること、那須町と連携して、那須町北部に不足している健康増進・介護予防な
どの地域包括ケアの充実とともに、雇用の創出、多世代交流、社会参加、いきがいの創出を
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作っていくため、那須町と連携して要介護者向けサ高住、訪問看護ステーション、高齢者居
場所支援のほか、統合医療の普及、障がい者のグループホーム等が計画されている。要介護
者向けのサ高住が整備されることによって、ゆいま～る那須の居住者を含め住民が要介護
になった際の住まいの選択肢の一つとなり、訪問看護ステーションの設置によって自宅で
安心して暮らせる医療を提供し、看取りにも対応が可能になる。さらに統合医療を普及する
「こころと体の健康室」では薬に頼るだけではない医療を提供するとともに、介護予防にも
つなげていく計画である。 
日本版 CCRC 構想で重視されているのが雇用の創出であり、那須まちづくり広場のプロ
ジェクトで様々な業種において新たな雇用が生まれることが期待されている8。また多世代
交流支援を行う「コミュニティカフェここ」が計画され、多世代交流や社会参加、いきがい
創出の拠点となることを目指している。 
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町と連携して要介護者向けサ高住、訪問看護ステーショ
ン、高齢者居場所支援のほか、統合医療の普及、障がい
者のグループホーム等が計画されている。要 者向け
のサ高住が整備されることによって、ゆいま～る那須の
居住者を含め住民が要介護になった際の住まいの選択肢
の一つとなり、訪問看護ステーションの設置によって自
宅で安心して暮らせる医療を提供し、看取りにも対応が
可能になる。さらに統合医療を普及する「こころと体の
健康室」では薬に頼るだけではない医療を提供するとと
もに、介護予防にもつなげていく計画である。
　日本版CCRC構想で重視されているのが雇用の創出で
あり、那須まちづくり広場のプロジェクトで様々な業種
において新たな雇用が生まれることが期待されている8。
また多世代交流支援を行う「コミュニティカフェここ」
が計画され、多世代交流や社会参加、いきがい創出の拠
点となることを目指している。
４ 考察
　日本型CCRC構想の課題として、①地方への移住の現
実性、②健康状態に応じた住み替えへの抵抗、③高齢者
だけのコミュニティの是非、④運営企業の経営破綻等の
リスク及び行政の対応⑤移住先での医療・介護サービス
の不足、⑥医療・介護費用の負担による地方自治体の財
政悪化を挙げた。ここでは先行事例からこれらの課題を
どのように解決していこうとしているのか、残された課
題は何かについて考察する。
　地方移住の根拠として「最終報告」では「50 代男性
の半数以上、50 代女性と 60 代の 30％が地方への移住意
向がある」としているが、その大半は「地方への移住を
検討したいと思っている」であり、現実性のある数字で
はないことが指摘されている（松井 :2016）。一方、今回
のインタビューからは、移住者は必ずしも地方移住や田
舎暮らしを最初から志向していたわけではなく、経済的
な制約の中での豊かな暮らしを求めて移住を選択してい
たことがわかった。重要なのは費用も含めて高齢期の住
まいの選択肢を増やすことであり、地方移住希望者がど
れだけいるかではないと考えられる。地方創生の一環と
して地方移住者の数を増やすという側面でみればCCRC
構想の効果は限定的であろう9。
　健康状態に応じた住み替えへの抵抗感については先行
研究の海外の高齢者でも指摘されていた。日本において
はアメリカ等とは異なり、介護保険が整備され在宅で暮
らし続けるための地域包括ケアが推進されている。事例
で見た那須まちづくり広場の計画のように CCRC が地
域包括ケアの拠点となれば、介護が必要になったとき
に必ずしも住み替えなくても生活し続けることが可能
になる。しかし、介護保険サービスのみでは在宅介護を
続けていくことは難しく、居住者同士の見守りやちょっ
とした手助けなど公的サービスの「すき間」を補完する
CCRC内でのボランティアなどの仕組みが必要と考えら
れる。
　また、高齢者だけのコミュニティの是非について居住
者からは同世代であることの安心や心地よさがあるとい
う声もあった。ゆいま～るシリーズは多世代交流を掲げ
ており、那須まちづくり広場では多世代交流のためのコ
ミュニティカフェが計画されている。人口減少の進む地
域で地域包括ケアを高齢者に限定する必要もなく、全世
代のケアに対象を広げていくことも選択肢になるだろ
う10。
　運営企業の経営破綻等のリスクについて、齊藤・中城
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（2016）はアメリカの各州の規制や対応策を挙げ、行政
による対応の必要性を示している。ゆいま～るの事例に
おいては事業者が自ら情報を開示し、企画段階から居住
希望者が参画することで事業リスクを低下させていたと
考えられる。
　移住先で医療・介護サービスが不足し、地元の高齢者
とサービス受給が競合するのではという懸念について
は、今後高齢者が減少する地域では供給余力があると考
えられる11。一方、今回事例として取り上げた那須町の
ように現状で不足気味の地域では、むしろ高齢者住宅の
運営者が行政と連携し地域包括ケアの拠点を整備するこ
とが地元の高齢者にもプラスになると考えられる。
　しかし医療・介護費用の増加による地方自治体の財政
悪化の問題が解決されないと、自治体の協力が得られな
い可能性がある。移住の段階では健康で自立していても
将来医療や介護が必要になると自治体の財政負担が生じ
る可能性があるからである。特別養護老人ホームや介護
型有料老人ホーム（特定施設）の場合には住所地特例に
より介護保険の負担は移住前の自治体となる。2015 年の
制度改正によりサ高住においても介護や食事などのサー
ビスを提供している場合には住所地特例が適用されるこ
とになり、これを適用すれば移住先の自治体の負担の問
題は生じない。一方で、住所地特例を適用した場合に移
住先の地域密着型サービスや地域支援事業が使えないと
いう問題がある。そもそも住所地特例を適用し実際に居
住している地域外の被保険者になることは介護保険や地
域包括ケアの理念と乖離がある。鏡（2016）が述べてい
るようにCCRCに移住した場合の介護保険制度や地域包
括ケアとの関連についてはまだ課題があると考えられる。
５ おわりに
　日本版 CCRC は「生涯活躍のまち」として、ボラン
ティアや生涯学習、社会参加による健康増進、介護予防
が提唱され、明るいイメージが強調されている。しかし
海外のCCRC居住者はボランティアや趣味、学習などア
クティブに活動する一方で、介護が必要になって転居す
ることへの不安を抱き、必ずしも明るさだけではない。
　生涯活躍は理想かもしれないが、実際に人は高齢にな
れば心身ともに衰え、医療や介護が必要な状態になるこ
ともある。健康を維持することは重要だが、本当に必要
なのは、健康でなくなっても人の助けが必要になっても
生きがいや人との関係を失わずに暮らし続けることであ
ろう。
　ゆいま～る那須では、いわゆる終末期のことを完成期
と呼び、「完成期医療・福祉」について勉強会を行って
いる。いきいき音楽カフェで演奏者がホスピスの体験を
話すことで、完成期のイメージを仲間や地域の方で共有
できるという居住者の声があり、隣人のお別れの会に参
加して安心し、自分もこのように送って欲しいと願った
居住者もあった。完成期や死について語ることを避けず
にコミュニティの中で共有していく、ゆいま～るの試み
はまだ途上であると考えられるが、完成期を心豊かに過
ごすことができればそれこそが日本版CCRCと言えるの
ではないだろうか。
　本稿は限られた事例からの論考であり、一般化できる
ものではない。今後、複数の事例の行政や医療・介護事
業者等の多面的なインタビューによって、日本型 CCRC
が高齢者の住まいの選択肢や地域まちづくりの一つとし
て定着するために何が必要かを明らかにしていきたい。
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